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令和８年度第１回茅ヶ崎市立鶴嶺公民館運営審議会会議録 
 

議題 １ 茅ヶ崎市立鶴嶺公民館運営審議会に係る会長及び副会長の選出につ

いて 

２ 茅ヶ崎市公民館運営審議会委員連絡協議会に係る幹事の選出につい

て 

３ 公民館運営審議会及び茅ヶ崎市公民館運営審議会委員連絡協議会に

ついて 

４ 令和８年度予算及び事業計画について 

５ その他 

日時  令和８年７月３１日（金）１３時５０分～１５時３０分 

 場所  茅ヶ崎市立鶴嶺公民館２階学習室２ 

 出席者氏名 会 長 尾坂 清 

 副会長 中橋 康二 

 委 員 山崎 将人 

     堀内 秀行 

山上 壽子 

     菅野 ルミ子 

村井 三岐子 

事務局 担当課長 荒 名穂子、副主査 山下 尚也 

会議資料 次第 

資料１   公民館運営審議会について 

資料２   令和８年度茅ヶ崎市立鶴嶺公民館運営審議会委員活動予定 

資料３     茅ヶ崎市公民館運営審議会委員連絡協議会会則 

資料４   令和８年度歳入・歳出内訳表 

資料５－１ 令和８年度鶴嶺公民館事業計画 

資料５－２ 令和８年度鶴嶺公民館主催事業実施報告 

会議の公開・非公開  公開 

傍聴者数  ０人 
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【会議録】 

（館長） 

これより、令和８年度第１回鶴嶺公民館運営審議会を開催いたします。会議に先立ちまして、公民館

の職員をご紹介させていただきます。 

～職員挨拶～ 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（事務局） 

では、会議次第により進めさせていただきますが、茅ヶ崎市立公民館条例施行規則において、会議の

議事進行は会長が議長となり進めることが規定されておりますが、本日は初回となりますので、会長の

選任までは、事務局・山下が議事進行を務めさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

では、初めての会議ですので、まず、各委員の皆さんにも自己紹介をお願いいたします。 

 ～各委員自己紹介～ 

 ありがとうございました。 

 

（事務局） 

議事を進める前に、傍聴者の確認ですが、本日の傍聴はありません。 

次に、会議録の作成方法について説明いたします。この審議会の会議の内容は公開となります。審議

会の会議が終わった後に、事務局が会議録を作成いたします。会議録は、概要を２日以内に、会議録を

４５日以内に作成するものとなっています。また、会議録等の記載事項のうち「会議の記録」について

は、摘録を原則としています。会議録を作成するにあたり、会議録の内容について委員に御確認いただ

き、会議内容を保存するとともに、公表することになります。 

また、原則として、発言者の名前を記載するものとしています。 

本日の会議録の内容確認は、これから選出される会長に一任ということでよろしいでしょうか。 

（異議なしの声） 

 

（事務局） 

 それでは、議題に入ります。議題１「茅ヶ崎市立鶴嶺公民館運営審議会に係る会長及び副会長の選出

について」、議題２「茅ヶ崎市公民館運営審議会委員連絡協議会に係る幹事の選出について」ですが、

選出につきましては、お手元の「公民館運営審議会」の資料の１ページ、茅ヶ崎市立公民館条例施行規

則第１２条第１項に規定されていますように、会長及び副会長は委員の互選によることとなっておりま

す。選出の前にまずそれぞれの役割というものを説明しないと、なかなかお引き受けいただくことも出

来ないと思いますので、先に議題３の「公民館運営審議会及び茅ヶ崎市公民館運営審議会委員連絡協議

会について」を説明させていだきます。 
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それでは、資料は１を御覧ください。公民館運営審議会は、社会教育法で、公民館には公民館運営審

議会をおくことができ、それは館長の諮問に応じ、公民館における各種の事業の企画実施につき調査審

議するというものです。審議会委員の皆様には２年間の任期でお願いしておりますが、その２年の間に、

館長から委員の皆様に、諮問という形で、話し合っていただきたいことをお伝えし、その結果を、答申

という形でこちらにお答えいただきたいとお願いしております。参考として、前任の方が作成された答

申を配布しています。 

次に書かれている「茅ヶ崎市立公民館条例抜すい」の第１７条で、委員の定数は７名以内、任期は２

年間と規定されています。 

３つ目の項目の「茅ヶ崎市立公民館条例施行規則抜すい」に、会長及び副会長を置き、委員の互選に

より定める、ということを規定しております。この規定に基づいて、本日は、会長と副会長を選出して

いただきます。 

会長の役割としましては、議事を進行していただき、皆様の意見をまとめていただくというようなこ

とをお願いします。 

副会長につきましては、当日もし会長が会議を欠席されるようなことがあれば、代理として会長役を

務めていただくという役割になっております。 

４つ目の項目の「茅ヶ崎市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例」により、

公民館運営審議会に出席の場合の報酬について規定されています。審議会委員の身分におきましては、

地方公務員法第３条第３項第２号に該当する非常勤特別職の公務員となります。 

５つ目の項目で、審議会に関することでの補償について規定されています。 

６つ目の項目で、「茅ヶ崎市附属機関及び懇談会等の設置及び会議の公開等運営に関する要綱抜すい」

の第１４条で、新しい生活様式に伴う会議の開催方法として、映像と音声の送受信により相手の状態を

相互に認識しながら通話することができる方法（Ｚｏｏｍなどのオンライン会議システムを用いたＷｅ

ｂ会議）により、開催することが可能となっています。 

７つ目の項目「公民館運営審議会委員の役割」ということで、審議会が年３回程度とありますが、１

年目は２回、２年目は３回を予定しています。研修会は年に３回程度実施するということが書かれてい

ます。審議会の日程につきましては、皆様の御意見を聞きながら調整して決定いたします。また、研修

会の日程につきましては決まり次第、お知らせいたします。 

８つ目の項目に、委員のみなさまに「期待されていること」を記載しています。 

次に、資料２を御覧ください。今年度の皆様の活動予定となっております。 

続きまして、資料３を御覧ください。市内には５つの公民館がありますが、各館の公民館運営審議会

委員の方が集まって会議を行うのが、この「公民館運営審議会委員連絡協議会」です。こちらでは、第

５条に書かれているような内容を話し合うために連絡協議会として、会長１名、副会長１名、幹事を各

館から１名を置くことになっています。 

こちらの連絡協議会の会長と副会長につきましては、毎年輪番制で、当番館が会長、次回当番館が副
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会長に担っていただいております。今年度の会長は当番館である小和田公民館から選出されることにな

っており、次回当番館の鶴嶺から副会長を選出することになっております。 

幹事の方には、事務局から提案させていただいた研修会の企画や内容について検討していただくとい

うような役割を担っていただく予定です。 

また、公民館運営審議会のほかにも、市の教育委員会には附属機関が設置されており、その附属機関

から、こちらの連絡協議会宛に委員の推薦依頼が届きます。現在推薦依頼を受け推薦している付属機関

が、教育計画審議会、社会教育委員の会議、図書館協議会です。 

今年度は、教育計画審議会委員を香川公民館から、社会教育委員の会議を小和田公民館から、図書館

協議会委員を鶴嶺公民館から推薦しています。図書館協議会委員は、４月下旬まででしたので、今年度

の委員の中から菅野さんにお願いしました。 

公民館運営審議会委員連絡協議会については、当館からは連絡協議会の副会長と、幹事の２名を選出

することになります。 

それでは、議題１及び議題２について、鶴嶺公民館運営審議会の会長、副会長、公民館運営審議会委

員連絡協議会の副会長、幹事の４名を決めていきたいと思いますが、まずは最初に会長を選出したいと

思います。もちろん立候補していただける場合は非常に有り難いのですが、なかなか難しいことでもあ

ると思いますので互選ということでいかがでしょうか。 

 

（堀内委員） 

 ちなみに、前任の会長は、鶴嶺西地区まちぢから協議会から推薦を受けた委員の方でした。 

 今年は、鶴嶺東地区の推薦を受けた尾坂さんはいかがでしょうか。 

 

（事務局） 

 尾坂委員という意見が出ましたが、いかがでしょうか。 

 

（尾坂委員） 

 承知しました。 

 

（事務局） 

ありがとうございます。では、副会長はどなたかいかがでしょうか。 

 中橋委員いかがでしょうか。 

 

（中橋委員） 

 承知しました。 
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（事務局） 

ありがとうございます。では、最後に連絡協議会の幹事はどなたかいかがでしょうか。 

 

（堀内委員） 

 村井さんはいかがでしょうか。 

 

（村井委員） 

 連絡協議会はどういうものでしょうか。 

 

（事務局） 

 ５つの公民館の公民館運営審議会委員の方が集まって会議を行い、第５条に書かれているような内容

を話し合います。協議を行い、その内容の共有等をお願いしたいと考えています。 

  

（村井委員） 

 承知しました。 

 

（事務局） 

 ありがとうございます。では、確認いたします。 

鶴嶺公民館運営審議会の会長を尾坂委員、副会長を中橋委員、公民館運営審議会委員連絡協議会の幹

事を村井委員にお願いいたします。 

これからの会議進行と会長から挨拶を尾坂会長にお願いいたします。 

 

（尾坂会長） 

 私は昨年までコミュニティーセンターの関係で、センター長を受けてからは何をすべきか考えたとき

に、まずはコミュニケーションをとることを大事にしてきました。 

 第一に優先すべきは利用者です。利用者が何を求めているのか、また、事務員さんからいいアイデア

が出るような仕組み作りができたと思っています。いずれにしても、チームワークを第一に考えていま

す。 

 現在は浜之郷自治会の相談役をしていますが、年間行事をこなすことだけでなく、如何に参加しても

らえるか、それを修正するのが我々の年代の役目と思っていますので、これからよろしくお願いします。 

 では次に、「議題４ 令和８年度予算及び事業計画について」、事務局より説明をお願いします。 
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（事務局） 

資料４を御覧ください。すでに令和８年度が始まって４か月が経とうとしていますが、今年度の予算

について説明します。 

資料４－１は、歳入の予算内訳です。建物貸付収入は、１階にある自動販売機の設置場所の貸付料で

す。教育費雑入の内訳は、利用団体が活動で使用する資料を印刷・コピーする際にかかる印刷機・コピ

ー機の使用料金、自動販売機自体にかかる電気料金です。 

資料４－２は、歳出の予算内訳です。 

０１０公民館運営審議会委員経費ですが、こちらはこの審議会の委員の報酬と、県の研修に行く際の

旅費です。昨年度より減額となっているのは、今年度は任期１年目なので審議会の開催が２回のためで

す。 

０２０業務管理経費は、当館の会計年度任用職員の人件費や、消耗品・電話料金など事務的なものに

かかる経費です。会計年度任用職員は、昼間に勤務している社会教育嘱託員と夕方から閉館まで勤務し

ている夜間管理業務員がおります。また、令和４年度に整備したＷｉ－Ｆｉの通信料も含まれています。 

０３０-０１施設維持管理経費は、名称通り、当館の施設維持にかかる光熱水費や修繕等の経費です。 

０４０公民館活動費は、主催事業の講師謝礼や、講座実施にかかる消耗品費、公民館まつりの委託料

に係る経費ですが、昨年度と同額で、増減はありません。前段の予算についての説明は以上です。 

 

（館長） 

資料４について、補足します。印刷機についてですが、近所の方でコンビニまで足を運べない方もいま

す。「コピーしたい」という方が居れば、それも受けようということで、公民館５館で足並みを揃えて

実施することにしました。 

 また、建物について、直近では２階の和室や廊下で雨漏りが発生しています。当初、屋上の予防修繕

は１２年度に予定されていたのですが、前倒しで考えてもらい、９年度に防水の工事ができる形になり

ました。 

利用者の方にはご迷惑かけている状況にはなっておりますが、順番に対応していくのでご理解をお願

いします。 

 

（事務局） 

 続いて今年度の事業計画について、資料５ですが、こちらは目を通していただければと思いますので、

既に実施している事業について、本日配布した資料６をもとに説明します。４月から昨日（７月３０日）

までに実施した事業の報告資料となっています。抜粋して説明します。 

子ども事業は４事業行いました。「子どもの広場」で「ＪＡＬ折り紙ヒコーキ教室」を企画し、先着

で満員となる申し込みがありました。鶴嶺小学校の体育館で開催したのですが、ＪＡＬの社員にも講師

にきていただき、非常に好評でした。「小学生サークル体験」は、公民館の利用サークルに協力しても



7 

 

らい、小学生がさまざまな体験をできる場を提供しており、現在実施中です。昨年度は夏休み期間に開

催したのですが、今年も酷暑と言われており、参加者やサークルの方の安全を考慮し、通年での開催に

変更しました。 

家庭教育支援関連事業は、３事業行いました。その中で、今年度初めて企画しているのが「子ども室

開放」です。子育て世代の来館も増えてきており、第４木曜日を除く、木曜日に子ども室を開放してい

ます。徐々に参加者も増えてきており、手応えを感じています。 

シニア事業は、１事業行いました。「遊々クラブ」は、シニア向けに様々なコンテンツを提供してい

ますが、４月と７月に、インターネットを利用した公民館主催講座の申し込み方法を学ぶ機会を創出し

ました。 

地域課題解決等事は、８事業行いました。「卓球開放」は、小学生から８０歳代まで幅広い年代の方

が参加しています。「学習室開放」は、令和６度夏頃から開始した事業で、中学生～大学生に、利用の

ない部屋を開放し、自習場所を提供している事業で、好評のため継続実施するものです。 

学習成果活用・学習情報提供事業は、ロビー展を今後実施予定です。 

公民館利用者活動支援事業では、「利用者懇談会」の活動があり、また、「５館利用者懇談会」があ

りました。７月に、南湖公民館に集まり、意見交換を行いました。 

次世代ネットワーク事業は、実績ではなく、これからのことになりますが、１１月２０日に、「イン

ターンシップ受け入れ」を行う予定です。説明は以上です。 

 

（尾坂会長） 

 説明が終わりました。ご意見、ご質問はございますか。 

 質問がなければ、私から１点質問があります。修繕費についての話があったが、鶴嶺公民館の竣工は

いつですか。 

 

（事務局） 

 １９８２年なので、今年４５年目になります。 

 

（尾坂会長） 

 いろいろと点検をしていると思うが、先程の雨漏りというのは正直驚きました。 

 

（事務局） 

 点検は定期的に行っていますが、公共施設は、問題が起きてからでないと予算がつけるのが難しく、

修繕したいところは、要求しても資産経営課による建物維持管理点検に基づく判定でＣ判定にならない

と予算化不要とされてしまう状況です。 
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（尾坂会長） 

 他に質問はよろしいでしょうか。 

続きまして、「議題５ その他」に移ります。事務局から何かございますか。 

 

（事務局） 

 今後、公共施設予約サービスが新しくなります。利用者に対しては、８月に操作説明会を開催予定で

す。従来の変更点は、公民館に来館せずとも、すべてスマートフォンやパソコンで予約が完結できるよ

うになるので、便利になるかと思います。 

 利用者の方にはご迷惑をお掛けしないように、対応できればと思っています。 

 

（尾坂会長） 

 では何かご意見はございますか。 

 他になければ、以上をもちまして、本日の会議を終了させていただきます。議事進行にご協力いただ

き、ありがとうございました。 

 


